
１　基本方針

２　年間スケジュール

２月 1日：部会（第4回）の開催

３月

１１月

１２月 13日：部会（第３回）の開催

１月

８月 25日：部会（第2回）の開催

９月

１０月

５月

６月 ６日：部会（第1回）の開催

７月

平成２９年度事業計画書（案）

（地域支援ネットワーク部会）

４月

高齢者の孤立を生まない地域社会づくりを目指し、以下の取り組みを行います。

１　見守りが必要な高齢者の課題や地域特性を考え、ネットワークの充実をはかります。
　28年度まで取り組んできた、見守りが必要な高齢者と別居家族をつなぐ仕組みづくりについて、「見守
りが必要な高齢者の暮らしぶりが伝わるシート」を完成させ、民生委員への見守りの手段として提示し、
活用が始まりました。
　29年度は地域の特性や傾向にそった具体的な事例を話し合い、孤立防止のための方策を検討しなが
ら、地域でのさまざまなネットワークの構築をはかります。

２　見守り協力事業者の新規登録を増やし、地域の見守り力の強化を図ります。
　見守り協力事業者の新規登録を募集するため、28年度は地域の商工会議所へ依頼しパンフレットの
配布などを行いました。
　29年度は認知症専門部会で行われている「認知症の方にやさしい店」とも協力し、地域の店舗へ新規
登録の働きかけを行います。

資料2



３　取組み内容
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事業名称 見守り協力事業者の拡大に取り組む

事業目的
高齢者の孤立を防ぐため、見守り協力事業者の登録数を増やし、地域の見守り力を
強化する。

事業内容
認知症専門部会の「認知症の方にやさしい店」の活動と協力して、地域の身近な店
舗に登録を働きかける。
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事業名称 地域支援ネットワーク部会の運営

事業目的 高齢者の孤立死を生まない地域社会づくり

事業内容

下記のスケジュールにより、部会4回を開催する。

６月：部会（第1回）　29年度の事業計画について
8月：部会（第2回）　講師を交えて事例検討
12月：部会（第3回）　事例検討をふまえた課題検討
2月：部会（第4回）　平成29年度事業報告（案）と30年度事業計画（案）について

介護予防や生活支援なども含め、幅広いネットワークの視点で、地域における課題
や方策を協議します。

地域課題や特性の検証

緑区の地域性にそった見守りのネットワークを充実させる。
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事業名称

事業目的

事業内容
地域支援ネットワーク部会の中で、講師を招き緑区で起きている事例などを検討し、
新たに進める課題を見つける。


